
慢性肝疾患における非侵襲検査による肝線維化診断へのアプローチ 

慢性肝疾患は肝硬変、肝癌と進行する病気として知られ、肝臓の線維化の状態を把

握することは、治療方針、予後規定、肝発癌予測などにおける重要な課題となってお

ります。現在肝臓の線維化の評価法は肝生検ですが、頻度は少ないものの出血など

の重篤な合併症を生じる可能性や止血能の低下した肝硬変では施行しにくいなどの

点で、肝生検以外の非侵襲的な肝線維化診断法の開発が望まれております。 

当科では、慢性肝疾患患者様の日常臨床で行っている検査や採血検体を用いてデ

ータを集積し、また残余検体を用いて新しい線維化マーカーの開発研究を行い、慢性

肝疾患の予後改善のため 1981 年 1 月 1 日～から現在に至るまでの患者様の臨床

経過や検査結果を診療記録より調べ、検討しております。   

この研究で得られた成果を専門の学会や学術雑誌に発表する可能性があります。成

果を発表する場合には、研究に参加していただいた方のプライバシーに慎重に配慮

します。個人を特定できる情報が公表されることはありません。この研究は奈良県立

医科大学 医の倫理委員会の審査を経て承認を得ています。 これらの研究におい

て、ご自身の提供された試料等について問い合わせたい、 もしくは利用を拒否した

いなどの場合には下記にご連絡ください。  

奈良県立医科大学消化器内分泌代謝内科 

TEL 0744-22-3051（内線 3415) 

担当者 竹田 幸祐 
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